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はじめに 

平成 23 年に世界自然遺産に登録された小笠原諸島は，海洋島における種分化の
過程を保存している「進化の実験場」であり，重要な生物学的過程が見られる島で
固有種も多く生息している。1） 本稿では，環境省レッドリスト 2020 2）に記載さ
れている絶滅危惧ⅠA 類のアカガシラカラスバトやⅠB 類のオガサワラオオコウモ
リ等が生息する宮之浜道地区第一沢（図-1）において，このような貴重な生態系の
保全に配慮した土石流対策施設の設計事例について報告する。 

 
流域概要 

宮之浜道地区第一沢は，小笠原村父島中心市街地の北側に位置す
る流域面積約 0.08 ㎢，渓床勾配 1/4 程度の渓流である（図-2）。常
時の流水はなく，浅い谷が複数に分かれて広がる地形を呈する。地
質は，下流側が砂岩泥岩互層，上流部は安山岩を主体とする。流域
の下流には小笠原小学校，NTT 東日本小笠原父島電話交換所，東京
都立大学小笠原研究施設，都道，村道などの保全対象施設がある。 

 

環境概要 

絶滅危惧種等が生息・生育する渓流等での砂防事業の先行事例として，「天⻯川での猛禽類の保全に
関する報告 3）（施工中の保全対策の事例）」や，「十和田八幡平国立公園における貴重植物の移植に関す
る報告 4）（⻑期モニタリングに基づく課題の整理）」等がある。環境調査で確認された，渓流内に分布
する絶滅危惧種と配慮すべき事項等５）について表-1 に整理した。 

 

 
絶滅危惧種の生息・生育環境に配慮した対策工の選定 

「3.環境概要」の表-1 から，設計に配慮すべき事項として施工時期，水質等への対応，林床への影響
について検討を行い，コンクリート堰堤と比較して環境負荷の小さい杭式対策工を選定した（表-2）。
また，特に配慮した事項を 4.1 から 4.3 に示す。 

図-2 流域概要 

図-1 調査位置（地理院地図に加筆） 

表-1 絶滅危惧種と配慮すべき事項 
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4.1 繁殖及び騒音等に対する施工時期への対応 

オガサワラオオコウモリの非繁殖期は秋季、アカガシラカラスバトは通年繁殖するが繁殖行動が比
較的少ない時期は夏季である。これらを考慮し，工事期間を 6 月から 11 月に設定した。特に，騒音や
振動が大きくなる工種は，両種の繁殖への影響が最も少ない秋季に集中させる計画とした。 
4.2 水質等の生育環境への対応 

アルカリ成分流出や掘削（濁水防止）を最小限とするために，杭式対策工が優位となる点を示す。 
・ 使用するコンクリート・モルタルの総量が少ない（コンクリート堰堤の約 5％）。 
・ コンクリート堰堤よりも掘削（削孔）する範囲が小さい（改変面積：コンクリート堰堤の約 15％）。 
4.3 アカガシラカラスバトの衝突対策 

国立公園内に設置する場合，鋼材は塗装仕様（茶系）とすることが一般的
であるが，アカガシラカラスバトの衝突を防ぐためには自然界に存在しな
い色を用いて視認性を上げる必要がある。杭式対策工は独立した部材で構
成されていることから，最も大きい部材であり視認しやすい鋼管を塗装仕
様（茶色），その他の部材を自然界に存在しないめっき仕様（銀色）とする
ことで，景観保全と視認性向上を両立させた（図-3）。  

 
おわりに 

小笠原の動植物は，適応放散と種分化により⻑い時間をかけて環境に適応してきた。一方で，現在の
砂防事業と環境の保全は二律背反の関係にあり，急激な環境の変化に対して，これらの動植物が十分に
適応できるのかは定かではない。今回は，現状で開発されている工法から，可能な限り環境負荷が最小
限となるものを選定して設計を行ったが，これらの⼿法が妥当であるかについては⻑期的な観察が必
要である。今後は，施工前から施工完了後の一定期間において，定期的なモニタリングを行うことでこ
のような課題を確認していくことが必要である。 

最後に，本設計にあたり多大なるご指導をいただいた，東京都建設局河川部計画課及び東京都小笠原
支庁土木課の皆様に感謝いたします。 
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図-3 完成イメージ 

表-2 工法比較 
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